
平 成 1 3 年度技術講習会 ( 機器分 析グル ー プ担当) 報告

｢ EP N A 試料作成 と定量分 析｣

機器分析グル ー プ 中村昇 二

1 は じめ に

平城 1 3 年度技術講習会 が機器分析 グ/レ

ー 7 担当 で 行われ た . 講習会タイ ト′レ は

E P M A 試料作伐と定量分析｣ ( 分析試料 の

包埋 ･ 研磨及び 定量分析) で ある .

講習会開催日時は 1 0 月 2 6 日 ( 金) 1 0

時 か ら 1 6 暗ま で で
, 会場は地域共同研究セ

ン タ ー 特別機器室お よび試料 作成室於開か

れ た . 講師[ i 機器分析 グ/ レ - プ中村昇二 が

担当 し, 受講者 は中川浩希氏 ､ 日比 正徳氏 ､

前田 浩 二氏
､

山 本み ど り 氏 ､ 和藤浩氏 の 計

5 / ､ で あ っ た . 以 T
( 内容等 を報告す る.

2 目的

電子 フ ロ - ブ 7 イ ク ロ ア ナ ライ ザ ー

( 以

卜E P M A と い う) にお い て ,

一

般的な試

料 u ) 樹脂包埋
､

研磨お よ び E P M A 分析を

お こ な い
､

試料 作成 . 分析技術等 の 技術 の

継承 をf_
; こ な う 二 ±を 目的 とす る . また ,

サ ン 7 ′レ と L て S U S 3 0 ｣1 を用 い
. 市販

され て い る S U S 材と の 比 較検討 を行 い 材

料組成に つ い て も触れ る こ と を目的と した .

3 講習内容及 び実習内容

講義 と L て , E P M A の 原理 と操作 ､ 成型

材を 円し ､ た試料包埋
,

試料 の 機械研 磨に関

L て 行 っ た . 実習は地域共 同研 究セ ン タ -

; = 設 置され て い る 空庄/ 油 圧 式 自 動 包 埋 機

及び E P M A 装 置を飼 い て 行われ た . 標準

サ ン 7
1

ル で ある S し: S 材 の ナ ッ トを , 試料

包哩
､ 琢磨機 ･ 試料回転機 を用 い た試料研

磨, 超音波洗浄器洗浄及び E P M A を 用 い た

標 牽 試 料 分 析(S U S 3 0 4) 及 び ナ ッ ト の 定

性 ･ 定量 分析で ある .

4 実習風 景

4 おわりに

殆 ど の 参加者は
,

今回 始め て 見る装置 ･

行う事で あ り 真剣に 取り組 まれ た様に 思 う .

また 実習に お い て は慣れ な い こ とも あ り
,

か つ 時間が少な い 理 由 か ら操作等に 関 し て

( 棉に E I ) M A 分析) は直接手 を触れ る こ

とが 少 なく な っ た の は宇美念 で あ っ た . し か

し 本講習会参加 に お い て 少 し で も試 料 作

製 ･ E P M A 分析 に 関 し て 御理解 を示 して

頂く だ け で成功で あ る と考える . 今後,
こ

れ を機 に 継続 し て 試料作製 ･ E P M A 分析

を続け て 頂けれ ば担 当者と L て こ の 上 な い

幸甚て ある .
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